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に よる人参製 剤中の ginsenoside類の 定量
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　The 　crude 　drug　ginseng　and 　commercial 　products　and 　pharmaceutical　preparations　contain −
ing　ginseng　or　ginseng 　extracts 　were 　analyzed 　for　 their　 ginsenoside　 contents 　by　high・perfor−
mance 　liquid　chromatography （HPLC ）using 　a　columm 　of 　octadecylsilyl 　porous　g【ass σPG −ODS ）．
The　method 　achicved 　the　rapid 　and 　accurate 　determination　of　ginsenosides　Rb1，　Rc ，　Rb2，　Rd，
Rgl　and 　Re．
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　わ れわれは 高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ
ィ
ー

（HPLC ）の カ ラ ム 充填剤 と して 化学修飾 した 多孔質 ガ ラ ス を 開 発 し1 ・2｝，
医 薬品を は じめ とす る 多 くの 化学物質 の 迅速な分析に 有用 で ある こ とを示 峻 した

3）．こ の カ ラ ム を 用 い た HPLC に

よ り薬 用 人参 の サ ポ ニ ン （ginsenoside）の 混合物 お よび 生薬 中の ginsenoside 類の 分析を試み ， そ の 結果を 速報 し

た ‘）．gi皿senoside の 定量法に 関 して は 他に 多数の 報告
4−15）が あ る ．し か し，本法は 迅 速 ， 簡便か つ 精度 の よ い 分離

分析が 可能 で あ り， 従来法に 比 し多 くの 優れた 点 を有 して い た
4｝．今 回，各種 の 人参 生薬 ， 人参製剤 お よ び 漢方処方

中の ginsenosidc の 定量 に こ の 方法 を適用 し ， 良好 な結果 が 得られ た の で 報告す る ．

実　験　の 　部

　 L　HPLC 分析

　前報4》
に 準じ以 下の 条件 で 分析 した．用 い た 装置 は TOSOH 製 multi 　pump 　CCPM 型高速液体 ク 卩 マ トグ ラ フ ，

TOSOH 製 UV −8000 型紫外部吸収検出 器 ， 日立 833a型 Data　Pro  ssor で あ っ た ．オ ク タ デ シ ル シ リ ル 化 し た

多孔質 ガ ラ ス （IPG・ODS ）
1・2， を ス テ ン レ ス 製 カ ラ ム （4．Omm 　I．D ．× 150　mm ） に 充填 した カ ラ ム を使用 した，

　移動相は ，ア セ ト ＝ ト リル ： 水 （27．5 ： 72．5） お よび ア セ ト ニ ト リ ル ： 水 （16 ： 84）の 2 種を用 い
， 使用す る際に

超音波で 10分間脱気 した ．流速，1ml／min ，カ ラ ム 温 度 ， 室温，測定波長，203　nm と し た ．カ ラ ム の 使用後は ，

汚染を防 ぐた め 30〜40ml の メ タ ノ
ール （流速 2〜3　ml ／min ）で 洗 浄 した ．移動 相 用 の ア セ ト ニ F リル は 液体 ク ロ

マ ト グ ラ フ 用試薬 （和光純薬工 業），水 は イ オ ン 交換水を蒸留 して 用 い た ．試料前処 理 用 の カ ラ ム は Sep・Pak 　Cls

cartridge （Waters 社製）を用い た ．

　2． 薄層ク ロ マ トグラ フ （TLC ） 分 析

　TLC プ レ ー
トは メ ル ク社製 シ リ カ ゲ ル プ レ ー

ト （TLC 　platc，　 Silica　gel　60　precoated）を使 用 した 、展開溶媒

は ク ロ ロ ホ ル ム ： メ タ ノ
ール ： 水 （13： 7 ：2）の 下層と し， 10％硫酸噴霧後加熱呈 色 に よ り検 出 し た ．

（121）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

　3． G置nsenos 董de 標準品

　昭和大学薬学部の 庄司教授か ら恵与 され た ginseneside−Rb1 ，Rb2 ，Rc ，Rd ，Re ，Rf，　Rgl ，Rg2 ，Re の 9種類を 標準品

と し て 用い た ．また ginsenoside。Rb ユ，Rb2 ，Rc ，　Rd ，Re ，Rgi の 6 種類 は 生 薬試験用 標準品 （フ ナ コ シ 薬 品）もあわ

せ て使用 した ．

　4． 生　　薬

　次の 市販 の 日本 薬局 方 適合 品 を 用 い た 。人 参 ， 甘 草 ， 乾 姜，白朮，茯苓 ，大 棗，半夏，黄苓，陳皮，柴胡，升麻，

呉茱萸，黄連，麦門冬，粳米，桂皮 ， 芍薬，当帰 ， 黄耆 ， 川菖 ， 地黄 ， 厚朴．

　5．　 分析試料 の 調製

　人参生薬の 分析試 料 の 調 製 は 次の 手順で 行 っ た ．  サ ポ ニ ン の 抽 出 ： 生薬を粉砕後 ，
lg を 精密 に 秤取 し，メ タ ノ

ー
ル 20ml を加え，還流冷却器を付 して，水浴上 70℃ で 1時間加熱還流 し た．温時ろ過 し ， 残渣を少量 の メ タ ノ

ール で 洗 い
， ろ液 に 合わ せ た ，こ の 操作を 3 回繰 り返 し行 い 抽出液 を 合 わ せ ，減 圧 濃縮 乾 固 した ．  Sep−Pak 処母

抽出物の 濃縮残渣を水に 溶解 し全量を 10m 豊と し ， あ らか じめ メ タ ノ
ール 2　ml と水 5ml に 湿潤 した Sep−Pak 　Cie

cartridge に 通 した ．水 10　ml と30％ メ タ ノ ール 15ml で 洗浄後，メ タ ノ
ー

ル 5ml で 溶出さ せ た ．  試料液 の 調 製 ：

溶出液 の 溶媒を 留去 し ， 残渣を 溶離液に 溶解 し全量 を 2ml と し試料液 と した 、

　市販 の 人参製剤に つ い て もま っ た く同様の 方法 に よ り分析試料 の 調製を行 っ た ．エキ ス 顆粒 お よ び 軟 エ キ ス は 10〜

20mg を精秤 し，水 2m 星 に 溶解した後，　 Sep−Pak　Cls　cartridge に 通 し，以下上記の 手順に よ り調製 し た ．カ プ セ

ル 剤 は 中味を取 り出 し，約 0．lg 精秤 し，以下 上 記 の 手順 に よ り調製 した ．液体 エ キ ス お よ び リキ ュール 類 は 0．2〜

2ml を採取 ， 溶媒留去後水 2ml に 溶解 し，　 Sep−Pak　Cts　cartridge に 通 し，以下上 記の 手1煩に よ り調製 した．

　漢方 モ デ ル 処 方 は
“一般 用 漢 方 処 方 の 手 引

”15 ）

に した が っ て そ の 1 日 量 の 各 処 方を 調 製 した ．人 参生 薬 と同 様に メ

タ ノ
ール 抽出 した後工 一テ ル 脱脂 お よび ブ タ ノ

ール 抽出を行 っ た 後 ，
Sep−Pak 処理を行 っ て 試料溶液とした．

　漢方湯液は
“一般用漢方処方の 手引

” 15）
に した が っ て各生薬の 1 日量 を 秤取 し， 調製 した ．水を加えて 半量まで 煎

じつ め ， ろ 過後 上 記 と 同様 に エ ーテ ル 脱 脂 お よ び ブ タ ノ ール 抽 禺 を 行 い Sep−Pak 処 理 を 行 っ て 試料溶液 と し た ．

結 果

　1． 人参生薬および 製剤中の 9insenosideの 定 量

　前報
4》

の 方法 に よ り ginsenoside　Rgi
，
Re，Rbl ，

Rc ，Rb2 ，Rd の 標準品を用 い て 0〜5 μ9 の 範囲で 検量線を作成 し た．

回 帰 方程 式 お よ び 相関係数 （r ） は 次 の と お りで あ っ た ．

RgL　y ＝4．26x 十〇．09

Re　 y 諞 2．64x十〇．14

Rb1　写
環 2．77x 十 〇．07

Rc 　　y ＝＝1．94x十〇．71

Rb2　写
＝1．41x − O．03

Rd 　 y ＝1．03x − 0。01

（r ＝・O．999）

（7
幽＝0．999）

（r ＝ 0．992）

（r ＝ 0．998）

（r ＝0．999）

（r ＝0．999）

TABLE 　I．　 Contents　of　Ginsenosides　in　Ginseng

Ginsenoside （％）
Sample

Rgl Re Rbl Rc Rb2 Rd Total

White 　ginseng

　　 A ）main 　roots （Korea ）

B）late瓰 】roots （の

Red 　ginseng

　　C）main 　roots （China）

　　D ）main 　roots （China）

a）0，12b

）0．14a

）0，12b

）O．17

0．量20

．31

0．080

．190

．941

．12

0，170

，39

0，140

，200

．340

．56

0．230

．72

0．090

．130

．　230

．43

0．120

．56

O．130

．170

，250

．55

0．120
．82

0．080

．100
．220

．50

O．100

．　35

0．640

．932
．103

，33

0．863

．15

Method　of 　extraction （solvent ，　temperature ，　time 　and 　number 　of 　extraction ）

a ）70％ McOH
，
20°C

，
30　min

，
5−times；b）McOH ，70℃ ，1h ，3−tlmes
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　こ れ らを用 い 各種人参生薬お よび製剤中の ginsenoside の 定量 を行 っ た ．結果を TABLE 　I〜V に示す．
一

部 の 試料に つ い て 各 ピ
ー

ク 部分の 溶離液を 分取 した ．そ れ を 再度 HPLC に 注入 し，すべ て 単一 ピーク を 与 え る

こ とを確 か め た ．また ，
TLC に よ り標準品 と比較 した ．い ずれ の ピー

ク も単一な ス ポ
ッ トを与え ， そ の Rf 値 は標

TABLE 　II．　 Contents　of 　Ginsenosjdes　in　Commercial　Products

Samp ！es

Ginsenoside （％）

Rgi Re Rb1 Rc Rb2 Rd Total

White　gjnseng

　1）Soft　extract

　2）Fluid　cxtract

　3）　Ex重ract　granule

　4）Extract　granule

　5）Ex虻act 　in　capsu 】es

　6）Gillseng　liquor
Red 　ginseng

　7）Ginseng 　powder

　8）Soft　extract

0．201

．090

．030

．030

．100

．003

0．190

．09

0．311

．360

．150

，030

．190

．004

0．270

．　40

0．783

．260

．260

，040

．790
．005

0．651

．62

0，602
．470

，210

，040

．570

，005

0．421

．27

o．813

．410

．300

．030

．710

．005

0。511

．95

0．822

。070

．270

．040

．680

，008

齪
」

2

弓
4401

3．5213

．661
．220

．213

，040

．03

2．296

．75

Source；1），4）；Japan ；3），5），6），7），8）：Korea ；2）：China

　　　　　　　　　　　　　　　TABLE　III．　 Daily　Dose 　of　Ginsenosides　jn　Commercial　Products

Samples
Dai 】y　dose（mg ）of 　ginsenosidos

Rgl Re Rbl Rc Rb2 Rd TotaE

a ）Soft　extract

b）Fluid　extract （conc ．）
c＞Fluid　extract （orat　liquid）
d）Extract　granulc

e）　Extract　granule

3．116

．810

．882

，881

．56

4．728

．491

．2814

．402
．04

ll．7520

．332

．7424

．962
．　40

8．9915

．422

．　0820

．162
．40

】2．1321

．252

．7828

．801
．80

12．3012

．941

．6625

．922

．40

53．085
．2u

，4117

，1

董2，6

ゆ τhe　indicated　dose　on 　the 】abel ：a）1．5　g，　b）6ml，　c）20　ml ，　d）9．6　g，　c）60 　g

　　　　TA 日 LE 　IV，　 Recovcries　of 　Ginsenoside肋 m 　Methanol 　Extraction　of 　Pharmaceutical　Preparations

Recovery （％）
Sample

Rgi Re Rbl Rc Rb2 Rd

Kankyouninjinhange−gan
Goshuyu・to
Bakumondo −to

Hangeshashin −to

Shikunshi−to

Ninj
「
in・to

Kobokushokyohangcni 【ljinkanzo−to

101．081

．391

．6

101．098

．0

97．778

．585

．7

97．095

．8

92、384

．694
．798

．8100

，0104

．　096

，3

98．588

．892

．396

，8101

，098

．0100
，3

95．391

．396

．299
．6103

．098

．6104
．0

98．286

．798

．499
，398

．893

．8105

．3

TABLE　V．　 Contents　of 　Ginsenosides　in　Pharmaceutical　Preparat産on （mg ）

Sample Rgi Re Rb ， Rc Rb2 Rd

Goshuyu −to

Shikunsh董一to

Bakumondo −to

Njnjin−to

Kankyoni1噸inhange−gan

4，495

．703

．154
．523

．86

5，647

．203

．405
．594
．85

4．445
．642

．604

．203

．84

2，943
．442

．002

，891

，80

3，904
．522

．463

，002

．16

2．062
．591

．371

．911

．20

（123）
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日） 1

ReRglt

＿ ．一

0 5 10 15　mtn1

− 一一一一
厂
一一一

「
一

「
一一一一

0　　　　　　5 10 　 　　 　　15
　 　 　 　 　 　 mI 「鹽

Fig．1、　 HPLC 　Chromato脚 s　of　a　Commercia［Product　of 　Ginseng　Extracts．

　　　　Eluent ：A
，
　acetonitrlle−water （275 ：72．5）；B ，

　acetonitri里e−water （16：84）．

　　　　 Column ：IPG ・ODS （4　mm 　ID ，　x 　150　mm ）．　 Flow　rate ：1．0 ロ 1m ！min ．

　 　 　 　 Detection ；203　nm 　absorbance ，

o
15

10 15mln

）日

o 5 10 15mln

Fig．2．　 HPLC 　Chrematograms　 of 　a　Pharmaccutical　 P【eparation ，

　　　　Kankyoun 面 inhange・gan．　 Pcak　No ．： 1，　Rf ；2，　Rg2 ；3，　Rb ユ；

　　　　4，Rc ； 5
，
　R．b2； 6，　Rd ； 7，　Rgi；8，

　Re ．　Eluent： A ，　acotonitrile −

　　　　water （27．5：725）；B，
　acetonitri】e−water （16．5：83．5），　Column：

　　　　IPG −ODS （4　mm 　I．D ．x150 　mm ）．　 Flow 　 rate ： 1．0　mmtrnin ．

　 　 　 　 Dctectlon；203　nm 　absorbance ．

準品 の そ れ と一致した ，こ れに よ り，
ピーク を与え る化合物 の 同 定 ・確認 を した 。

　生薬中で ginsenoside は酸性サ ポ ニ ン の マ ロ ニ ル 体と して も存在する こ とが 知 られ て い た
16，．最近，山 口 ら

17，は

マ ロ ニ ル 体は 熱に 不安定 で 加熱抽出に よ り分解 し，原 ginsenosidc を生成す る こ とを 報告した．こ の 報告で は オ ク タ

デ シ ル シ リカ ま た は ア ミ ノ カ ラ ム を用 い た HPLC に よ り ginsenosideとマ ロ ニ ル 体を分離定 量 して い る ．わ れわれ

は ，IPG ・ODS カ ラ ム を 用 い る と，よ り迅速 な マ ロ ニ ル 体 を 含む 分離定量 が可 能となる こ とを見い だ した ．そ の 詳細

（124 ）
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1− A）

0 5 10 15　mln

卜 B

0 5 1015min

ll− A

o 5 10 15min

1卜 B

D 5 10 15min

Fig．3．　 HPLC 　Chromatograms　of　Decoctions　of　Pharmaceutical　Preparations．

　　　　1．Shikunshi−to．　 IL　Shikunshi−to　without 　Panax 　ginseng．　Peak　No ．：3，

　　　　Rbl；4，　Rc；5，　Rbz ；6，
　Rd ；7，

　Rg1 ；8 ，
　Re ．　Eluent：A ，　acetonitrile−water

　　　　（27．5：72．5）； B，acetonitrilerwater （16，5：83．5）．　 Column ：IPG −ODS

　　　　（4mm 　r．D ．× 150　mm ）．　 Flow 　 rate ： 1．0　mm ／min ．　 Detection：203  

　 　 　 　 absorbancc ．

は別 に 報告す る
ls）．こ の 方法に よ る と ， 白参 を 実験の 部記載 の 方法で 抽出 して得た試料 に は マ ロ ニル 体が検出 された．

そ こ で
，

マ ロ ニ ル 体の 分解 が 無 視で き る
17，

　70Aeメ タ ノ
ー

ル （20℃ 〉抽出の 試料と比較 した （TABLE　I）．メ タ ノ
ール

（70℃ ）に ょ る抽出で は マ ロ ニ ル 体 の
一

部が分解し ， ginsenoside定量値の 増加が認め られ た．今回分析 し た 試料 の 中

で は 白参以 外で は VP ニ ル 体は 検出さ れな か っ た ．

　白参などに お い て は主 根部 よ り側根部，
と くに ひ げ根部分 の サ ポ ニ ン 量 が 著 し く高い こ とは すで に 報告 さ れ て い

る
9）

が ， 本法 に よ っ て もそれが 確 か め られ た，人参製剤 の 市販品 よ り任意に選び ， 本法 に よ り ginsenoside の 定量を

行 っ た．結果を TABLE 　IIに 示す ．1 と 8は 軟 エ キ ス ，2 は 人参精 と い う表示 の 液体エキ ス 剤，3 と 4 は人参 エ キ

ス を 賦形剤で コ
ー

テ ィ ン グ し顆粒状に した もの ，5 は カ プ セ ル 剤 　6 は 人参 リ キ ュ
ール

， 7 は紅参末で あっ た．エ キ
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ス 剤に つ い て は 抽出操作を行 うこ と な く Sep−Pak 処理 の み で HPLC に 注入 した が 妨害 ピークは なか っ た ．各剤形 に

わ た っ て 良好な分離が 得 られ た （Fig．1）．市販 の 製剤で は ，剤 形 に 関係 な く，各製剤間の ginsenoside の 含有量 の 差

が 大 ぎか っ た．と くに 3 と 4 は 剤形 お よび 使用方法が 同 じ 日本の 医薬品 （3 は 韓国製 ， 発売元 は 日 本）で あ る が 内容

に 大 きな差が あ っ た ．そ の た め 両者 は 薬用量に し て は 10倍以上 の 差が あ る こ とに な る ．また 製品に 記載 され て い る 1

日量中の ginsenoside を絶対量に 換算 して も大 きな 差 が ある こ とな どが 明 らか と な っ た （TABLE 　III）．　 TABLE 　II

と共通す る もの は （II→III） 1→a，2→b，3→d，4→e で あ る，

　2．　 モ デ ル処方中の ginsenosideの 定量

　厚生省監修の
“一般用 漢方処 丿∫の 手 引

” 15 ）
に 収載 され て い る210処方 の うち人参の 配合され て い る もの は 53処 方あ り，

配 合 生薬は 71種に も及ん で い る ．そ の な か で 比 較的配合 頻 度 の 高い の は 次 の 21種で あ る．甘草，乾姜．白朮，茯苓，

大棗，半夏，黄苓，陳皮，柴胡，呉茱萸，黄連，麦門冬，粳米，桂皮，芍薬，当 帰 ，升 麻，黄 耆 ， 川 葛，地 黄，厚朴．

こ の 21種 の 生薬に つ い て 本法の 分析条件で 妨害 とな る ピー
ク の 有無を検討 した ．さ らに こ れ らを 配合した 漢方処方に

お け る ginsenoside の 分析 を 検討す る 目的で モ デ ル 処方を作製 し，メ タ ノ
ー

ル 抽 出 して 定量 を行 っ た ．妨害 ピー
ク

を 除 くた め に メ タ ノ
ー

ル 抽出後 さ らに 前処理 と し て ：＝・一テ ル 脱脂 お よ び ブ タ ノ ール 抽 出 を 行 っ た．モ デ ル 処 方 と し て

は ，比較的簡単な処方で あ る次 の 7処方に つ い て 検討 を 行 っ た ．乾姜人参半夏丸 （乾姜 3， 人 参 3．半夏 6）， 呉 茱

萸湯 （大棗 3，生 姜 2，呉 茱萸 4，人 参 3），麦門 冬 湯 （半 夏 5，粳米 5，人参 2，甘草 2，麦門冬 10，大棗 3），半

夏瀉心湯 （半夏 5， 黄苓 2．5， 乾姜 2．5，人参 2．5， 廿草 2．5， 大棗 2．5， 黄連 1）， 四 君 子湯 （人参 4，朮 4，茯

苓 4，甘草 1，生 姜 0．3，大棗 1），人参湯 （人参 3，乾姜 3，白乖 3，甘 草 3），厚朴生姜半夏人参 日
．
草湯 （厚朴 3，

生 姜 0．5，半夏 4
， 人参 2

， 甘草 2）．ク ロ マ ト グ ラ ム の 例を Fig．2 に 示す．

　い ずれ も良好な 分離が得られた の で ，こ れ らの モ デ ル 処方中 の ginsenoside を 走量 し，配合 し た 人 参 中 の gin−

senoside 含有量 と昆 較 して 回 収率の 検討 を 行 っ た （TABLE 　IV）．

　3． 漢方湯液中へ の 移行率の 検討

　上 記 の モ デル 処方 の うち，乾姜人参半夏丸を除 く6 処方は 通常湯液と して 用 い られ る ．漢方湯液中へ の ginsenoside

の 移 行量 の 検討を呉茱萸湯 ， 四 君子湯 ， 麦門冬湯 ， 人参湯の 4 処方 に つ い て 行 っ た ．乾 姜人参半 夏 丸 は 湯 液 と して 用

い られ る こ とが あ る の で ，こ れ につ い て も同様な検討を した （TABLE 　 V），移行量は 次式 に した が っ て 算出 した．

　　　　　移行量 ＝湯液 1 日量中 の ginscnoside 含量 （mglday ）

　 そ の 結 果 ， 各処 方に よ っ て 湯液中に 移 行す る ginsenoside 量 に 差が あ る こ とが 認め られ た ．全体 と して は panax ・

atriol に 比 べ て panaxadiol 系 の ginsenoside の 移行率が 低 くな る 傾向が み ら れ た ．確認 の た め 各処 方か ら人参 を

除 い た 処方を作製 し比較 した ．例 と して 四 君 子 湯お よ び 四 霜子湯か ら人参を除 い た 処 方の ク ロ マ トグラ ム を Fig．3

に 示 した ．

考 察

　ginsenoside の 分析 に HPLC を用 い た従来 の 方法
5−s）

は分析時問 に20〜30分以上 を要 し， さ らに 前処理 も繁雑で あ

っ た．した が っ て ，実用的 に 用い られ る こ とが 少なか っ た．本法で は人参製剤 の 分析 は 前処理時間も含め て 30分以内

（抽出操作 を 除 く） で 可 能で あ る．また，従来法で 使用 し て い る カ ラ ム は カ ラ ム 長 さが 300mm 程度で ある の に 対 し

て 今回 使用 した カ ラ ム は 内径は 同程度 であるが 1／2 の カ ラ ム 長 さ （150mm ） で 良好な分離が達せ られ た ．

　また 21種 の 配合生 薬中で の ginsenoside の 分離定量 が可能と な り，こ れ ら を 配合 した 漢方製剤 19処 方 （人参 湯 ，

四 君子湯，半夏瀉心 湯 ， 生姜瀉心 湯 ，

’
甘草瀉心 湯，小柴胡湯，呉茱萸湯，茯苓飲，麦門冬湯，六 君子湯，桂枝人参湯，

柴胡桂枝湯 ， 補中益 気湯 ， 黄連湯 ， 十 全大 補湯，厚朴生 姜半夏人参甘草湯 ， 乾姜人参半夏丸 ， 桂枝 加芍薬生姜人参湯 ，

柴 芍 六 君 子湯 ） に つ い て も分析可能で あ る こ とが 確 認 され た ．

　生 薬成分 の 研究に お い て は，産地や採取の 時期 に よ っ て 成分含量が一
定 しな い こ とに 加えて ，人参の 場合 は主 根 と

ひ げ根に よ り含量に 相違 が あ る点に も注意 しなければな ら な い ．また各 ginsenoside がそ れぞれ特異的な薬理作用

を もつ こ と9−as）な どを考慮すれば ， 製剤中の ginsenoside 量が メ ー
カ
ー

などの 違 い に よ っ て か な りの ば らつ きが あ る

こ とや （なか に は 1 桁違 うもの もある ）， 1 日の 服用量 に も大きな差が み られ た ご とは 薬効 の 面で も問題が あ る．し

た が っ て 漢 方製剤 の 標準化 を 考 え る上 で は 製品 の 均一化が 必 須 で あ り，そ の た め に は 原 料 の 品 質管理 等に お け る主 要

有効成分 の 含有量 の チ ェ ッ
ク は 重 要 で あ る．日本薬局方で は，人参 の エ キ ス 含量 （希 ；・： タ ノ

ール エ キ ス ） は ，14％以

上 と規定 し て い る が，こ れ は 加熱調製に よ っ て で ん ぶ ん 粒が の り化して い る 場合お よ び 糖分 の 多 い 場合な ど は
一

般 に

高 い 値を 示 し，質が 緻密 で 硬 い も の は エ キ ス 分が 浸出 され に くい た め 低 い 値を 示す．した が っ て た ん に エ キ ス 含量が
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高 い か らとい っ て 良品 とは 限らず，薬局方 の 品 質 規 定 に も他 の分析法の 併用 が 望 まれ る．本 法は こ れ らの 生薬や 人参
製剤 の 品質評価に も有効に 用 い られ る こ とが 確認 され た．

　生 薬成分 の 漢方湯液中 へ の 移行率に つ い て は 個 々 の 配 合生 薬 との 相 互 関 係 に よ り変化す る こ とや ， 水 に 難溶 な 成分

で も湯液中に か な り多 量 に 溶解 し て い る こ とな どが報告され て い る
29・3ω ，

　ginsenosideの 湯液中へ の 移行率に 関 して は panaxatriol 系に 比 べ panaxadiol 系の 低下 が著 しか っ た ．こ れ は 人

参末 を 用 い た 抽出 溶媒 の 検 討 に お い て 熱 水 抽出時 の panaxadiol系 ginsenoside の 収 率 の 低下と一致す る。こ れ ら

の こ とか ら漢方湯液中 へ の ginsenoside の 移 行 に 関 して は 配 合 生 薬 との 相互 関係ばか りで なく抽出 溶媒 と成 分 の 疎

水性 との関係に よる要因 も大きい こ とが 推測され る．すなわ ち 疎水 性 が 高 ま るに 従 い 移行率は 低 くな る 傾 向 に あ る こ

とが明 らか とな っ た ．

　した が っ て 漢方製剤中の 人参 の 品質評価とい う面で は ，処方され た 生薬を メ タ ノ ール 抽出す る こ と に よっ て gin −

senoside の 定 量 を行 い
， ま た 含有成 分 の 複合作用 や 薬効発現 とい っ た 面 で の 検 討 に お い て は 湯液中の ginsenoside

を 定量 す る とい っ た よ うに その 目的 に 沿 っ た 定量 法 が 必 要 と な る．本法 は こ の 日的 に も適して い る ．

　以上 の よ うに 本法 に よ り人参製剤中の ginsenoside の み な らず従来 定 量 が 困難 で あ っ た 漢方処 方中の ginsenoside
の 分析を 簡便，迅 速 に 行 うこ とが で きた ．し た が っ て 薬用 人参製剤 お よび 人参含有漢方製剤 の 品質管理 ， 評価に 有用

な方法で あ る と結論 され る．
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